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1-1.本稿の目的及び調査概要

調査概要

目的

高齢者においてもインターネットを利用する人が増えている。
インターネットのトラブルも増加している

高齢者の中で、インターネットでトラブルを経験したことのある人の特性を
明らかにする

2 ページ

調査時期 2025.1

調査方法 訪問留置法

調査対象 全国

標本抽出方法 層化2段抽出 性別・年齢・地域・
都市規模で割付

回答数 947人
分析対象者は65-84歳でスマホ或いはパソコンでの利用が

ある高齢者724人

分析方法
数量化理論第Ⅱ類



1-2.研究背景（先行研究の整理・研究の到達点） 3 ページ

①高齢者は若年者に比べ属性情報へのプライバシー意識が高い、②一方で、高齢者の中でもネッ
ト高利用者は識別情報へのプライバシー意識が低く、若年層よりも脆弱である、③識別情報への
プライバシー意識が低い高齢者ほどトラブル被害経験が多い
佐藤 広英 (2018)

ネットリテラシー・ネット利用への効力感・興味関心には年代および性別による差異が見られた。また、
ネット操作スキルやトラブル対処スキル、ネット上で他者を助ける行為が多いほど効力感と興味関心
が高まる一方、助けを受ける回数が多いほどそれらは低下した。さらに、効力感と興味関心はウェルビ
ーイングを高める要因であることが示された。総じて、高齢者のネットリテラシー向上はウェルビーイン
グの促進につながる可能性が示唆された。
桂 瑠以(2023)

固定電話への犯罪機会に対する近接性→ 固定電話を通じた接触が詐欺の機会を生みやすい。
自宅外での日常活動の少なさ→ 社会的接触が少ない人ほど詐欺に遭いやすい。
防護性の不在→ 詐欺対策や警戒心が弱いと被害リスクが高まる。
齊藤 知範 (2021)



1-3.研究背景（先行研究の整理・研究の到達点） 4 ページ

詐欺手口（祖父母詐欺・法律費用詐欺）に関する知識不足が被害確率を高めることが示された
。また、地域のイベントや集会に同行する人数が少ないこと、孤独感が高いことが被害リスクと関連
し、客観的な社会的孤立だけでなく主観的孤独感の影響も確認された。さらに、日本の一般信頼
度が相対的に低い中でも、他者への信頼が高いほど被害に遭う可能性が高いという傾向が示され
た。
原田 知佳(2025)

婚姻満足度が高いほど配偶者への信頼が強まり、その信頼を通じて相談行動意図が高まることが示
された。さらに、婚姻満足度は日常的なコミュニケーションや積極的な問題解決行動によって形づくら
れることも確認された。これらの結果は、夫婦間の良好な関係性と日常的なコミュニケーション努力
が、詐欺抑止の一助として相談行動を促進する可能性を示唆している。
讃井 知(2021)

→インターネットの利用の高低とインターネットのトラブル経験の有無に
関する研究は少ない



1-4.スマートフォン、パソコン利用率 5 ページ



6 ページ2-１.目的変数

1群：経験無 2群：経験あり

高齢者でインターネットのトラブル経験があるのは12％

経験なし, 88 経験あり, 12 
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7 ページ2-2．説明変数
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3-1.精度・判別 8 ページ

判別的中率：78.5％

相関比：η²＝0.15
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9 ページ3-2.偏相関係数



10 ページ3-3.カテゴリースコア（偏相関係数上位）

2群：経験あり＞＞＝＝＜＜１群：経験なし



11 ページ3-4.カテゴリースコア（偏相関係数下位）

2群：経験あり＞＞＝＝＜＜１群：経験なし



12 ページ参考：SNSの利用率



13 ページ参考： SNSの発信率

※利用者を対象



14 ページ参考：メディアリテラシー

小寺(2016)



15 ページ4.結果

高い・低い

トラブル経験のある人の
特性

関係が低い変数

LINE以外も利用

インターネット利用が多く、高齢者の中では先進的な利用をしている人がトラブル経験がある。
属性・社会構造に関する項目との関連は低い。
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16 ページ参考.SNS利用率推移

対象は関東



17 ページ参考：70代スマホ所有率推移

対象は関東



18 ページモバイル社会研究所の紹介

＜経年変化:2010年～＞

防災・減災のICT

シニアのICT子どものICT

影の縮小

光の伸張

スマホ利用者意識調査

モバイル動向(基礎調査)

【主な研究テーマ】

経年変化を把握するため2010年から毎年実施しているモバイル
動向調査(基礎調査)に加え、時流に合わせた個別調査を実施

(書籍・電子書籍)＜モバイル社会研究所HP＞

＜モバイル社会研究所HP＞

＜モバイル社会白書2024＞

＜各種学会発表＞

＜各種学会発表＞

https://www.moba-ken.jp

https://www.moba-ken.jp

【研究成果の発信】

情
報
発
信

(レポート発表)
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デ
ィ
ア
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載
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ー
タ
引
用
・意
見
交
換
会

◆自由で独立した立場から、モバイルICTがもたらす「光」と「影」の両面を広く解明するために2004年に設立
◆モバイル・コミュニケーションの現在および将来への社会・文化的影響を研究・分析して成果を発信

SNS

ニューノーマル 健康とICT

http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
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ご清聴いただき、ありがとうございました
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